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(57)【要約】
　本発明は、中継ルータ情報の取得方法、装置、プログ
ラム及び記録媒体に関し、中継ルータ情報の取得方法は
、ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ル
ータに第１のブロードキャスト情報を送信するステップ
と、前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャス
ト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターン
した、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロ
ードキャスト情報を受信するステップと、前記第２のブ
ロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断
した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから
前記中継ルータのアドレス情報を取得するステップとを
含む。本発明の実施例によれば、第１のブロードキャス
ト情報と第２のブロードキャスト情報に基づいて中継ル
ータのアドレス情報を取得することで、実現方式が簡単
且つ迅速になる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するステップと、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信するステップと、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するステップ
とを含むことを特徴とする中継ルータ情報の取得方法。
【請求項２】
　さらに、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を
取得した後、前記アドレス情報に基づいて前記中継ルータにアクセスするステップを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の中継ルータ情報の取得方法。
【請求項３】
　前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が前記ブロードキャスト・
モニタリングモードになるようにすることを特徴とする請求項１に記載の中継ルータ情報
の取得方法。
【請求項４】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項１に記載の
中継ルータ情報の取得方法。
【請求項５】
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するステップと、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するようにするステップとを含むことを特徴とする中継ルータ情報の取得方法。
【請求項６】
　さらに、移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信する前に、前記中
継ルータがブロードキャスト・モニタリングモードになるように、プログラムを走らせる
ステップを含むことを特徴とする請求項５に記載の中継ルータ情報の取得方法。
【請求項７】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項５に記載の
中継ルータ情報の取得方法。 
【請求項８】
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するように構成される送信モジュールと、
　前記中継ルータにおいて前記送信モジュールから送信される前記第１のブロードキャス
ト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス
情報を含む第２のブロードキャスト情報を受信する受信モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条
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件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルー
タのアドレス情報を取得するように構成される確認取得モジュールとを備えることを特徴
とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項９】
　さらに、前記確認取得モジュールが前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中
継ルータのアドレス情報を取得した後、前記アドレス情報に基づいて前記中継ルータにア
クセスするように構成されるアクセスモジュールを備えることを特徴とする請求項８に記
載の中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１０】
　前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が前記ブロードキャスト・
モニタリングモードになるようにすることを特徴とする請求項８に記載の中継ルータ情報
の取得装置。
【請求項１１】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項８に記載の
中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１２】
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するように構成される受信
モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を
満たしたと判断した際に、前記移動端末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブ
ロードキャスト情報をリターンし、前記移動端末において、前記第２のブロードキャスト
情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のう
ちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構成されるリターンモジュールと
を備えることを特徴とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１３】
　さらに、前記受信モジュールが移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を
受信する前に、前記中継ルータがブロードキャスト・モニタリングモードになるように、
プログラムを走らせるように構成される作動モジュールを備えることを特徴とする請求項
１２に記載の中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１４】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項１２に記載
の中継ルータ情報の取得装置。 
【請求項１５】
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信し、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信し、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
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２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構
成されることを特徴とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１６】
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信し、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するように構成されることを特徴とする中継ルータ情報の取得装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信技術の分野に関し、特に中継ルータ情報の取得方法及び装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＩＦＩ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ－Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）は、パソコン、携帯機器例えば携帯
電話、等の端末を無線方式で相互に接続する技術である。ＷＩＦＩ技術自身の制限で、部
屋が比較的大きい場合、一つのルータのみでは、全面的な無線ネットワークカバレッジを
実現することが困難である。信号カバレッジを拡大するために、中継経路の方式で信号の
延長を実現してもよい。
【０００３】
　中継モードであるルータのＩＰアドレスは暫定的なものなので、ルータを中継モードに
設定した後、当該ルータのアクセスアドレスを発見できないおそれがある。この場合、ク
ライアントは、当該中継ルータに対してバインド操作を行うことができなくなる。現在、
ルータをリセットするか、又は上位のルータのデバイスリストを閲覧する方式で中継ルー
タのアドレスを取得することができるが、このような実現方式は比較的複雑である。
【０００４】
　従って、如何に簡単且つ迅速に中継ルータのアドレスを取得するかは、現在早急に解決
すべき問題の一つである。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、従来技術に存在する上記のような問題を解決するためになされたものであり
、中継ルータ情報の取得方法及び装置を提供する。
【０００６】
　本発明の実施例に係る第１様態によれば、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するステップと、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信するステップと、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するステップ
とを含む中継ルータ情報の取得方法を提供する。
【０００７】
　一つの実施例において、前記方法はさらに、前記第２のブロードキャスト情報のうちか
ら前記中継ルータのアドレス情報を取得した後、前記アドレス情報に基づいて前記中継ル
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ータにアクセスするステップを含む。
【０００８】
　一つの実施例において、前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が
前記ブロードキャスト・モニタリングモードになるようにする。
【０００９】
　一つの実施例において前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、
前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００１０】
　本発明の実施例に係る第２様態によれば、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するステップと、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するようにするステップとを含む中継ルータ情報の取得方法を提供する。
【００１１】
　一つの実施例において、前記方法はさらに、移動端末から送信される第１のブロードキ
ャスト情報を受信する前に、前記中継ルータがブロードキャスト・モニタリングモードに
なるように、プログラムを走らせるステップを含む。
【００１２】
　一つの実施例において、前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは
、前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００１３】
　本発明の実施例に係る第３様態によれば、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するように構成される送信モジュールと、
　前記中継ルータにおいて前記送信モジュールから送信される前記第１のブロードキャス
ト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス
情報を含む第２のブロードキャスト情報を受信する受信モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条
件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルー
タのアドレス情報を取得するように構成される確認取得モジュールとを備える中継ルータ
情報の取得装置を提供する。
【００１４】
　一つの実施例において、前記装置はさらに、前記確認取得モジュールが前記第２のブロ
ードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得した後、前記アドレス
情報に基づいて前記中継ルータにアクセスするように構成されるアクセスモジュールを備
える。
【００１５】
　一つの実施例において、前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が
前記ブロードキャスト・モニタリングモードになるようにする。
【００１６】
　一つの実施例において、前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは
、前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
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　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００１７】
　本発明の実施例に係る第４様態によれば、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するように構成される受信
モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を
満たしたと判断した際に、前記移動端末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブ
ロードキャスト情報をリターンし、前記移動端末において、前記第２のブロードキャスト
情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のう
ちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構成されるリターンモジュールと
を備える中継ルータ情報の取得装置を提供する。
【００１８】
　一つの実施例において、前記装置はさらに、前記受信モジュールが移動端末から送信さ
れる第１のブロードキャスト情報を受信する前に、前記中継ルータがブロードキャスト・
モニタリングモードになるように、プログラムを走らせるように構成される作動モジュー
ルを備える。
【００１９】
　一つの実施例において、前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは
、前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００２０】
　本発明の実施例に係る第５様態によれば、
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信し、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信し、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構
成される中継ルータ情報の取得装置を提供する。
【００２１】
　本発明の実施例に係る第６様態によれば、
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信し、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するように構成される中継ルータ情報の取得装置を提供する。
【００２２】
　本発明の実施例により提供された技術案によれば、以下のような有益な効果が得られる
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。即ち、第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルー
タのアドレス情報を取得することで、実現方式が簡単且つ迅速になる。
【００２３】
　簡単且つ迅速に中継ルータのアドレス情報を取得できるので、中継ルータにアクセスす
るのが容易になる。ユーザーはＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを
入力する必要がなく中継ルータにアクセスすることができる。
【００２４】
　プログラムを走らせることにより、中継ルータがブロードキャスト・モニタリングモー
ドになるようにする。これによって、中継ルータが移動端末から送信される第１のブロー
ドキャスト情報を受信することに便宜を図る。
【００２５】
　第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報が所定の内容を含んでいる
か否かを判定することにより、第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情
報が所定の条件の内容を満たしたか否かを判定することで、実現方式が簡単になる。
【００２６】
　第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのア
ドレス情報を取得することで、実現方式が簡単且つ迅速になる。
【００２７】
　中継ルータをブロードキャスト・モニタリングモードになるようにして、中継ルータが
移動端末から送信されるブロードキャスト情報を受信することに便宜を図る。
【００２８】
　第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報が所定の内容を含んでいる
か否かを判定することにより、第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情
報が所定の条件の内容を満たしたか否かを判定することで、実現方式が簡単になる。
【００２９】
　なお、上述の一般的な記載及び後述の詳細な記載は、単なる例示的で解釈であり、本発
明に対する限定として見なしてはならない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　以下の図面は、明細書に組み込まれて本願明細書の一部分となり、本願発明に係る実施
例を示し、且つ明細書とともに、本発明の原理の説明に用いられる。
【図１】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャート
である。
【図２】一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャ
ートである。
【図３】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のシーングラフ（
Ｓｃｅｎｅ　Ｇｒａｐｈ）である。
【図４】一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフロー
チャートである。
【図５】一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャ
ートである。
【図６】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のシグナリングの
フローチャート（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ ｆｌｏｗｃｈａｒｔ）。
【図７】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図であ
る。
【図８】一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図
である。
【図９】一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロッ
ク図である。
【図１０】一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック
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図である。
【図１１】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、図面に示されている例示的な実施例をより詳しく説明する。以下の図面に関する
説明において、別途の説明がない限り、異なる図面中の同一の符号は、同一又は類似する
要素を示す。以下の例示的実施例において説明する複数の実施形態は、本発明に係る全て
の実施形態を代表するわけではない。逆に、それらは、添付された特許請求の範囲に記載
の本発明の一部の態様に係る装置及び方法の例に過ぎない。
【００３２】
　図１は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャー
トであり、図１に示すように、当該中継ルータ情報の取得方法は、移動端末に適用されて
もよく、当該移動端末は、携帯電話とタブレットPC（ＰＡＤ）等であってもよいが、それ
らに限るものではない。当該移動端末にはアプリケーション（ＡＰＰ）がインストールさ
れており、当該方法は、以下のステップＳ１０１-Ｓ１０３を含む。即ち、
　ステップＳ１０１において、ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータ
に第１のブロードキャスト情報を送信する。
【００３３】
　当該実施例において、中継ルータでプログラムを走らせることにより、中継ルータ自身
がブロードキャスト・モニタリングモードになるようにする。これによって、アプリがイ
ンストールされた移動端末、例えば、携帯電話は、ブロードキャスト・モニタリングモー
ドである中継ルータに第１のブロードキャスト情報を送信することができる。
【００３４】
　ここで、当該第１のブロードキャスト情報は、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）に基づいて送信されるブロードキャスト情報であってもよい。
【００３５】
　ステップＳ１０２において、中継ルータにおいて第１のブロードキャスト情報が所定の
条件を満たしたと判断した際にリターンした第２のブロードキャスト情報を受信し、第２
のブロードキャスト情報は中継ルータのアドレス情報を含んでいる。
【００３６】
　ここで、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第１のブロードキ
ャスト情報に、所定の内容、例えば、ユーザー定義文字列が含まれている場合であっても
よい。
【００３７】
　中継ルータにおいて、第１のブロードキャスト情報に所定の内容、例えば、約定の文字
列「ｗｈｏ？」が含まれていると判断した後、中継ルータのアドレス情報を取得し、且つ
移動端末に当該アドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンしてもよ
い。
【００３８】
　ここで、第２のブロードキャスト情報は、第１のブロードキャスト情報と同じように、
いずれもＵＤＰに基づいて送信されるブロードキャスト情報であってもよい。
【００３９】
　ステップＳ１０３において、第２のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際に、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を取得す
る。
【００４０】
　当該実施例において、第２のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第２
のブロードキャスト情報が、所定の内容、例えば、ユーザー定義文字列を含んでいる場合
であってもよい。
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【００４１】
　移動端末は、第２のブロードキャスト情報を受信した後、第２のブロードキャスト情報
に所定の内容、例えば、約定の文字列「ｗｈｏ？」が含まれていると判断した場合、第２
のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を取得してもよい。
【００４２】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例において、第１のブロードキャスト情報と第２
のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現方
式が簡単且つ迅速になる。
【００４３】
　図２は、一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチ
ャートであり、図２に示すように、上述のステップＳ１０３の後に、当該方法はさらに以
下のステップを含んでもよい。即ち、
　ステップＳ１０４において、取得されたアドレス情報に基づいて中継ルータにアクセス
する。
【００４４】
　当該実施例において、アプリがインストールされた移動端末は、中継ルータのアドレス
情報を取得した後、当該アドレス情報、即ち、ＩＰアドレスに基づいて当該中継ルータに
アクセスしてもよい。
【００４５】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例によれば、簡単且つ迅速に中継ルータのアドレ
ス情報を取得できるので、中継ルータにアクセスするのが容易になる。即ち、ユーザーは
ＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要がなく中継ルータ
にアクセスすることができる。
【００４６】
　以下、図３と結合して、本発明に対して例示的な説明をする。図３に示すように、ユー
ザーは、携帯電話３１を用いて中継ルータ３２にＵＤＰブロードキャスト情報を送信し、
中継ルータ３２は、当該ＵＤＰブロードキャスト情報を受信した後、当該ＵＤＰブロード
キャスト情報に約定の内容、例えば、「ｗｈａｔ」が含まれていると判断した場合、ＵＤ
Ｐブロードキャスト情報の形式で携帯電話３１に中継ルータ３２のＩＰアドレスをリター
ンする。携帯電話３１は、中継ルータ３２のＩＰアドレスを取得した後、当該ＩＰアドレ
スに基づいて中継ルータ３２にアクセスする。以上から分かるように、当該実施例におい
て、ＵＤＰブロードキャスト情報に基づいて簡単且つ迅速に中継ルータのアドレス情報を
取得することができる。これによって、当該中継ルータにアクセスするのが容易になる。
即ち、ユーザーがＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要
がなく、中継ルータにアクセスすることができる。
【００４７】
　図４は、一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフロ
ーチャートであり、当該方法は、中継ルータに適用されてもよく、当該方法は、以下のス
テップＳ４０１-Ｓ４０２を含む。即ち、
　ステップＳ４０１において、移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受
信する。
【００４８】
　当該実施例において、移動端末が第１のブロードキャスト情報を送信する過程について
、図１に示す実施例を参照すればよく、ここでは、その説明を省略することにする。中継
ルータはブロードキャスト・モニタリングモードにあるので、第１のブロードキャスト情
報をモニタリングした場合、当該第１のブロードキャスト情報を受信する。
【００４９】
　ステップＳ４０２において、移動端末において、第２のブロードキャスト情報が所定の
条件を満たしたと判断した際に、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのア
ドレス情報を取得するように、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
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断した際に、移動端末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情
報をリターンする。
【００５０】
　ここで、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合であってもよく、第２のブロードキャスト情
報が所定の条件を満たすことは、第２のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれてい
る場合であってもよく、所定の内容は、ユーザー定義文字列、例えば、「ｗｈｏ？」等で
あってもよい。
【００５１】
　当該実施例において、中継ルータにおいて、第１のブロードキャスト情報に所定の内容
、例えば、約定の文字列「ｗｈｏ？」が含まれていると判断した後、中継ルータのアドレ
ス情報を取得し、且つ移動端末に当該アドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情
報をリターンしてもよい。移動端末は、第２のブロードキャスト情報を受信した後、第２
のブロードキャスト情報に所定の内容、例えば、約定の文字列「ｗｈｏ？」が含まれてい
ると判断した場合、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を
取得してもよい。
【００５２】
　ここで、第２のブロードキャスト情報は、第１のブロードキャスト情報と同じように、
いずれもＵＤＰに基づいて送信されるブロードキャスト情報であってもよい。
【００５３】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例において、第１のブロードキャスト情報と第２
のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現方
式が簡単且つ迅速になる。
【００５４】
　図５は、一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチ
ャートであり、図５に示すように、ステップＳ４０１の前に、当該方法はさらに以下のス
テップＳ４００を含んでもよい。即ち、
　ステップＳ４００において、プログラムを走らせることにより、中継ルータがブロード
キャスト・モニタリングモードになるようにする。
【００５５】
　当該実施例において、中継ルータでプログラムを走らせることにより、中継ルータ自身
がブロードキャスト・モニタリングモードになるようにしてもよい。
【００５６】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例によれば、中継ルータがブロードキャスト・モ
ニタリングモードになるようにして、中継ルータが移動端末から送信されるブロードキャ
スト情報を受信することに条件を用意した。
【００５７】
　図６は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のシグナリング
のフローチャート（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ ｆｌｏｗｃｈａｒｔ）であり、当該実施例では
、アプリケーションがインストールされた携帯電話とブロードキャスト・モニタリングモ
ードである中継ルータとのインタラクションの角度から説明し、図６に示すように、当該
中継ルータ情報の取得方法は、以下のステップを含む。即ち、
　ステップＳ６０１において、携帯電話は、中継ルータに第１のブロードキャスト情報を
送信する。
【００５８】
　ステップＳ６０２において、中継ルータは、第１のブロードキャスト情報を受信した後
、第１のブロードキャスト情報に約定の内容が含まれているか否かを判定する。
【００５９】
　ステップＳ６０３において、中継ルータは、第１のブロードキャスト情報に約定の内容
が含まれていると判断した場合、携帯電話に第２のブロードキャスト情報をリターンし、
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当該第２のブロードキャスト情報は中継ルータのＩＰアドレスを含んでいる。
【００６０】
　ステップＳ６０４において、携帯電話は第２のブロードキャスト情報を受信した後、第
２のブロードキャスト情報に約定の内容が含まれているか否かを判定する。
【００６１】
　ステップＳ６０５において、第２のブロードキャスト情報に約定の内容が含まれている
と判断した場合、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのＩＰアドレスを取
得する。
【００６２】
　ステップＳ６０６において、当該ＩＰアドレスに基づいて中継ルータにアクセスする。
【００６３】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例において、アプリケーションがインストールさ
れた携帯電話とブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータとのインタラク
ションを通して、移動端末が簡単且つ迅速に中継ルータのアドレス情報を取得するように
なっている。これによって、中継ルータにアクセスするのが容易になる。即ち、ユーザー
はＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要がなく中継ルー
タにアクセスすることができる。
【００６４】
　上述の中継ルータ情報の取得方法の実施例に対応して、本発明はさらに、中継ルータ情
報の取得装置の実施例を提供する。
【００６５】
　図７は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図で
あり、図７に示すように、中継ルータ情報の取得装置は、送信モジュール７１、受信モジ
ュール７２と確認取得モジュール７３を備える。
【００６６】
　送信モジュール７１は、ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第
１のブロードキャスト情報を送信するように構成される。
【００６７】
　受信モジュール７２は、中継ルータにおいて送信モジュール７１から送信される第１の
ブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターンした第２のブロー
ドキャスト情報を受信するように構成され、第２のブロードキャスト情報は中継ルータの
アドレス情報を含んでいる。
【００６８】
　確認取得モジュール７３は、受信モジュール７２によって受信した第２のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、第２のブロードキャスト情報のうちか
ら中継ルータのアドレス情報を取得するように構成される。
【００６９】
　一つの実施例において、中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身がブロ
ードキャスト・モニタリングモードになるようにする。
【００７０】
　一つの実施例において、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第
１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、第２のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たすことは、第２のブロードキャスト情報に所定の内容が含ま
れている場合を含み、所定の内容は、ユーザー定義文字列を含んでいる。
【００７１】
　図７に示す装置は、上述の図１に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容に
対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００７２】
　上述の中継ルータ情報の取得装置の実施例において、第１のブロードキャスト情報と第
２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現
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方式が簡単且つ迅速になる。
【００７３】
　図８は、一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック
図であり、図８に示すように、上述の図７に示す実施例に基づいて、当該装置はさらにア
クセスモジュール７４を備えてもよい。
【００７４】
　アクセスモジュール７４は、確認取得モジュール７３が第２のブロードキャスト情報の
うちから中継ルータのアドレス情報を取得したと判断した後、アドレス情報に基づいて中
継ルータにアクセスするように構成される。
【００７５】
　図８に示す装置は、上述の図２に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容に
対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００７６】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例によれば、簡単且つ迅速に中継ルータのアドレ
ス情報を取得できるので、中継ルータにアクセスするのが容易になる。即ち、ユーザーが
ＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要がなく中継ルータ
にアクセスすることができる。
【００７７】
　図９は、一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロ
ック図であり、図９に示すように、中継ルータ情報の取得装置は、受信モジュール９１と
リターンモジュール９２を備える。
【００７８】
　受信モジュール９１は、移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信す
るように構成される。
【００７９】
　リターンモジュール９２は、受信モジュール９１によって受信した第１のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、移動端末に中継ルータのアドレス情報
が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンするように構成され、移動端末におい
て、第２のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、第２のブロー
ドキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を取得するようにする。
【００８０】
　一つの実施例において、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第
１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、第２のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たすことは、第２のブロードキャスト情報に所定の内容が含ま
れている場合を含み、所定の内容は、ユーザー定義文字列を含んでいる。
【００８１】
　図９に示す装置は、上述の図４に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容に
対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００８２】
　上述の中継ルータ情報の取得装置の実施例において、第１のブロードキャスト情報と第
２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現
方式が、簡単且つ迅速になる。
【００８３】
　図１０は、一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得装置のブロッ
ク図であり、図１０に示すように、上述の図９に示す実施例に基づいて、当該装置はさら
に作動モジュール９０を備えてもよい。
【００８４】
　作動モジュール９０は、受信モジュール９１が移動端末から送信される第１のブロード
キャスト情報を受信する前に、プログラムを走らせることにより、中継ルータがブロード
キャスト・モニタリングモードになるように構成される。



(13) JP 2017-534232 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

【００８５】
　図１０に示す装置は、上述の図５に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容
に対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００８６】
　上述の中継ルータ情報の取得装置の実施例によれば、中継ルータがブロードキャスト・
モニタリングモードになるようにして、中継ルータが移動端末から送信されるブロードキ
ャスト情報を受信することに便宜を図る。
【００８７】
　上述の実施例に係る装置において、それぞれのモジュール、サブモジュールが操作を行
う具体的な形態については、該当する方法実施例において既に詳細に説明を行っているの
で、ここではその詳細な説明を省略することにする。
【００８８】
　図１１は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図
である。例えば、装置１１００は、携帯電話、コンピュータ、デジタル放送端末、メッセ
ージ送受信機、ゲーム機、タブレットデバイス、医療機器、フィットネス設備、ＰＤＡ（
Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、航空機等であってもよい。
【００８９】
　図１１を参照して、装置１１００は、プロセス部材１１０２、メモリ１１０４、電源部
材１１０６、マルチメディア部材１１０８、オーディオ部材１１１０、入力／出力（Ｉ／
Ｏ）インターフェース１１１２、センサ部材１１１４及び通信部材１１１６からなる群か
ら選ばれる少なくとも１つを備えてもよい。
【００９０】
　プロセス部材１１０２は、一般的には、装置１１００の全体の操作、例えば、表示、電
話呼び出し、データ通信、カメラ操作及び記録操作に関連する操作を制御する。プロセス
部材１１０２は、上述の方法におけるステップの一部又は全部を実現できるように、イン
ストラクションを実行する少なくとも１つのプロセッサ１１２０を備えてもよい。なお、
プロセス部材１１０２は、他の部材とのインタラクションの便宜上、少なくとも１つのモ
ジュールを備えてもよい。例えば、プロセス部材１１０２は、マルチメディア部材１１０
８とのインタラクションの便宜を図るために、マルチメディアモジュールを備えてもよい
。
【００９１】
　メモリ１１０４は、装置１１００における操作を支援するための、各種のデータを記憶
するように構成される。これらのデータの例として、装置１１００において操作される何
れのアプリケーション又は方法に関するインストラクション、連絡先データ、電話帳デー
タ、メッセージ、画像、ビデオ等を含む。メモリ１１０４は、何れの種類の揮発性又は不
揮発性メモリ、例えば、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａ
ｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｂｅｒ）、磁気メモ
リ、フラッシュメモリ、磁気ディスク、又は光ディスク、又はこれらの組み合わせにより
実現することができる。
【００９２】
　電源部材１１０６は、装置１１００の各種部材に電力を供給するためのものであり、電
源管理システム、１つ又は複数の電源、及び装置１１００のために電力を生成、管理及び
分配することに関連のある他の部材を備えてもよい。
【００９３】
　マルチメディア部材１１０８は、装置１１００とユーザとの間に出力インターフェース
を提供するためのスクリーンを備えてもよい。何れかの実施例において、スクリーンは、
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）やタッチパネル（ＴＰ）を備えてもよい。スクリーンは、タ
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ッチパネルを備える場合、ユーザからの入力信号を受信できるタッチスクリーンとして実
現される。また、タッチパネルは、少なくとも１つのタッチセンサを備えることにより、
タッチ、スライド、タッチパネル上でのジェスチャーを感知することができる。タッチセ
ンサは、タッチやスライド動作の境界を感知できるだけではなく、タッチやスライド操作
と関連する持続時間や圧力も感知できる。何れかの実施例において、マルチメディア部材
１１０８は、フロントカメラ及び／又はバックカメラを備えてもよい。装置１１００が、
例えば撮影モードやビデオモードのような操作モードにある場合、フロントカメラ及び／
又はバックカメラは外部からのマルチメディアデータを受信できる。フロントカメラ及び
バックカメラのそれぞれは、固定の光学レンズ系であってもよいし、可変の焦点距離及び
光学ズーム機能を有するものであってもよい。
【００９４】
　オーディオ部材１１１０は、オーディオ信号を出力及び／又は入力するように構成され
る。例えば、オーディオ部材１１１０は、マイクロフォン（ＭＩＣ）を有してもよい。装
置１１００が、例えば呼び出しモード、記録モード又は音声認識モードのような操作モー
ドにある場合、マイクロフォンは外部のオーディオ信号を受信するように構成される。受
信されたオーディオ信号は、メモリ１１０４に記憶されてもよく、通信部材１１１６を介
して送信されてもよい。何れかの実施例において、オーディオ部材１１１０は、オーディ
オ信号を出力するためのスピーカをさらに備えてもよい。
【００９５】
　Ｉ／Ｏインターフェース１１１２は、プロセス部材１１０２と周辺インターフェースモ
ジュールとの間にインターフェースを提供するためのものである。前記周辺インターフェ
ースモジュールは、キーボード、クリックホイール、ボタン等であってもよい。これらの
ボタンは、ホームボタン、音量ボタン、スタートボタン、ロックボタンであってもよいが
、それらに限るものではない。
【００９６】
　センサ部材１１１４は、装置１１００のために各方面の状態評価を提供するための少な
くとも１つのセンサを備えてもよい。例えば、センサ部材１１１４は、装置１１００のオ
ン／オフ状態や、部材の相対的な位置を検出することができる。例えば、部材が装置１１
００のディスプレイ及びキーパッドである場合、センサ部材１１１４は、装置１１００又
は装置１１００の１つの部材の位置の変化や、ユーザと装置１１００との接触の有無や、
装置１１００の方位又は加速／減速や、装置１１００の温度変化を検出することができる
。センサ部材１１１４は、何れの物理的接触もない状況にて付近の物体の有無を検出でき
るように構成される近接センサを含んでもよい。センサ部材１１１４は、さらに、画像表
示技術分野に用いられる光センサ、例えばＣＭＯＳ又はＣＣＤ画像センサを含んでもよい
。何れかの実施例において、当該センサ部材１１１４は、さらに、加速度センサ、ジャイ
ロスコープセンサ、磁気センサ、圧力センサ又は温度センサを含んでもよい。
【００９７】
　通信部材１１１６は、装置１１００と他の設備との間の無線又は有線通信が便利になる
ように構成される。装置１１００は、通信標準に基づく無線ネットワーク、例えばＷｉＦ
ｉ、２Ｇ又は３Ｇ、又はそれらの組み合わせにアクセスできる。１つの例示的な実施例に
おいて、通信部材１１１６は、ブロードキャストチャンネルを介して外部のブロードキャ
スト管理システムからのブロードキャスト信号又はブロードキャストに関する情報を受信
することができる。１つの例示的な実施例において、前記通信部材１１１６は、さらに、
近距離通信を促進するために近距離無線通信（ＮＦＣ）モジュールを含んでもよい。ＮＦ
Ｃモジュールは、例えば、無線周波数識別（ＲＦＩＤ：Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 
ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）技術、アイアールディーエイ（ＩｒＤＡ：Ｉｎｆｒａｒ
ｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）技術、超広帯域無線（ＵＷＢ：Ｕｌｔｒａ　
Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）技術、ブルートゥース（ＢＴ：Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））
技術及び他の技術により実現されてもよい。
【００９８】
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　例示的な実施例において、装置１１００は、上述の方法を実行するために、１つ又は複
数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、数字信号処理デバイス（ＤＳＰＤ：Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プログラム可能論理
デバイス（ＰＬＤ：Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、書替え可
能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒ
ａｙ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、又は他の電子機器
により実現されてもよい。
【００９９】
　例示的な実施例において、さらに、装置１１００のプロセッサ１１２０により実行され
ることにより上述の方法を実現可能なインストラクションが記憶され、且つコンピュータ
に読み取り可能な不揮発性の記録媒体、例えばインストラクションが記憶されているメモ
リ１１０４を提供する。前記コンピュータに読み取り可能な不揮発性の記録媒体は、例え
ばＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク及び光
データメモリ等であってもよい。
【０１００】
　当業者であれば、本願明細書を参照し、本願明細書に開示された発明を実施することに
より、本発明の他の実施形態を容易に取得することができる。本願は、本発明の一般的な
原理を遵守し且つ本願明細書に開示されていない当該技術分野の公知知識又は通常の技術
手段を含む本発明に対する任意の変形、用途又は適応的な変更を含むことを趣旨とする。
明細書及び実施例は、単に例示的なものに過ぎず、本発明の真の範囲及び趣旨は添付され
る特許請求の範囲により示される。
【０１０１】
　なお、本発明は、上述の説明及び図面により示された特定の構成に限定されず、その範
囲を逸脱しない範囲で、様々な補正及び変更を実施してもよい。本発明の範囲は、添付さ
れる特許請求の範囲のみにより限定される。
【０１０２】
　本発明は、出願番号が２０１５１０６５７５１３．４であって、出願日が２０１５年１
０月１２日である中国特許出願に基づき優先権を主張し、当該中国特許出願のすべての内
容を本願に援用する。
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月16日(2016.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するステップと、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信するステップと、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するステップ
とを含むことを特徴とする中継ルータ情報の取得方法。
【請求項２】
　さらに、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を
取得した後、前記アドレス情報に基づいて前記中継ルータにアクセスするステップを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の中継ルータ情報の取得方法。
【請求項３】
　前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が前記ブロードキャスト・
モニタリングモードになるようにすることを特徴とする請求項１に記載の中継ルータ情報
の取得方法。
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【請求項４】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項１に記載の
中継ルータ情報の取得方法。
【請求項５】
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するステップと、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するようにするステップとを含むことを特徴とする中継ルータ情報の取得方法。
【請求項６】
　さらに、移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信する前に、前記中
継ルータがブロードキャスト・モニタリングモードになるように、プログラムを走らせる
ステップを含むことを特徴とする請求項５に記載の中継ルータ情報の取得方法。
【請求項７】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項５に記載の
中継ルータ情報の取得方法。 
【請求項８】
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するように構成される送信モジュールと、
　前記中継ルータにおいて前記送信モジュールから送信される前記第１のブロードキャス
ト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス
情報を含む第２のブロードキャスト情報を受信する受信モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条
件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルー
タのアドレス情報を取得するように構成される確認取得モジュールとを備えることを特徴
とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項９】
　さらに、前記確認取得モジュールが前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中
継ルータのアドレス情報を取得した後、前記アドレス情報に基づいて前記中継ルータにア
クセスするように構成されるアクセスモジュールを備えることを特徴とする請求項８に記
載の中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１０】
　前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が前記ブロードキャスト・
モニタリングモードになるようにすることを特徴とする請求項８に記載の中継ルータ情報
の取得装置。
【請求項１１】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項８に記載の
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中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１２】
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するように構成される受信
モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を
満たしたと判断した際に、前記移動端末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブ
ロードキャスト情報をリターンし、前記移動端末において、前記第２のブロードキャスト
情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のう
ちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構成されるリターンモジュールと
を備えることを特徴とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１３】
　さらに、前記受信モジュールが移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を
受信する前に、前記中継ルータがブロードキャスト・モニタリングモードになるように、
プログラムを走らせるように構成される作動モジュールを備えることを特徴とする請求項
１２に記載の中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１４】
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、前記第１のブロードキ
ャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいることを特徴とする請求項１２に記載
の中継ルータ情報の取得装置。 
【請求項１５】
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信し、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信し、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構
成されることを特徴とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１６】
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信し、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するように構成されることを特徴とする中継ルータ情報の取得装置。
【請求項１７】
　プロセッサに実行されることにより、請求項１から請求項７のいずれかに記載の中継ル
ータ情報の取得方法を実現する、記録媒体に記録されたプログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信技術の分野に関し、特に中継ルータ情報の取得方法、装置、プログ
ラム及び記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＩＦＩ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ－Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）は、パソコン、携帯機器例えば携帯
電話、等の端末を無線方式で相互に接続する技術である。ＷＩＦＩ技術自身の制限で、部
屋が比較的大きい場合、一つのルータのみでは、全面的な無線ネットワークカバレッジを
実現することが困難である。信号カバレッジを拡大するために、中継経路の方式で信号の
延長を実現してもよい。
【０００３】
　中継モードであるルータのＩＰアドレスは暫定的なものなので、ルータを中継モードに
設定した後、当該ルータのアクセスアドレスを発見できないおそれがある。この場合、ク
ライアントは、当該中継ルータに対してバインド操作を行うことができなくなる。現在、
ルータをリセットするか、又は上位のルータのデバイスリストを閲覧する方式で中継ルー
タのアドレスを取得することができるが、このような実現方式は比較的複雑である。
【０００４】
　従って、如何に簡単且つ迅速に中継ルータのアドレスを取得するかは、現在早急に解決
すべき問題の一つである。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、従来技術に存在する上記のような問題を解決するためになされたものであり
、中継ルータ情報の取得方法、装置、プログラム及び記録媒体を提供する。
【０００６】
　本発明の実施例に係る第１様態によれば、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するステップと、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信するステップと、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するステップ
とを含む中継ルータ情報の取得方法を提供する。
【０００７】
　一つの実施例において、前記方法はさらに、前記第２のブロードキャスト情報のうちか
ら前記中継ルータのアドレス情報を取得した後、前記アドレス情報に基づいて前記中継ル
ータにアクセスするステップを含む。
【０００８】
　一つの実施例において、前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が
前記ブロードキャスト・モニタリングモードになるようにする。
【０００９】
　一つの実施例において前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、
前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
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ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００１０】
　本発明の実施例に係る第２様態によれば、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するステップと、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するようにするステップとを含む中継ルータ情報の取得方法を提供する。
【００１１】
　一つの実施例において、前記方法はさらに、移動端末から送信される第１のブロードキ
ャスト情報を受信する前に、前記中継ルータがブロードキャスト・モニタリングモードに
なるように、プログラムを走らせるステップを含む。
【００１２】
　一つの実施例において、前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは
、前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００１３】
　本発明の実施例に係る第３様態によれば、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信するように構成される送信モジュールと、
　前記中継ルータにおいて前記送信モジュールから送信される前記第１のブロードキャス
ト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス
情報を含む第２のブロードキャスト情報を受信する受信モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条
件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルー
タのアドレス情報を取得するように構成される確認取得モジュールとを備える中継ルータ
情報の取得装置を提供する。
【００１４】
　一つの実施例において、前記装置はさらに、前記確認取得モジュールが前記第２のブロ
ードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得した後、前記アドレス
情報に基づいて前記中継ルータにアクセスするように構成されるアクセスモジュールを備
える。
【００１５】
　一つの実施例において、前記中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身が
前記ブロードキャスト・モニタリングモードになるようにする。
【００１６】
　一つの実施例において、前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは
、前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００１７】
　本発明の実施例に係る第４様態によれば、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信するように構成される受信
モジュールと、
　前記受信モジュールによって受信した前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を
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満たしたと判断した際に、前記移動端末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブ
ロードキャスト情報をリターンし、前記移動端末において、前記第２のブロードキャスト
情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のう
ちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構成されるリターンモジュールと
を備える中継ルータ情報の取得装置を提供する。
【００１８】
　一つの実施例において、前記装置はさらに、前記受信モジュールが移動端末から送信さ
れる第１のブロードキャスト情報を受信する前に、前記中継ルータがブロードキャスト・
モニタリングモードになるように、プログラムを走らせるように構成される作動モジュー
ルを備える。
【００１９】
　一つの実施例において、前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは
、前記第１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たすことは、前記第２のブロー
ドキャスト情報に前記所定の内容が含まれている場合を含み、
　前記所定の内容はユーザー定義文字列を含んでいる。
【００２０】
　本発明の実施例に係る第５様態によれば、
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第１のブロードキャスト情
報を送信し、
　前記中継ルータにおいて前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際にリターンした、前記中継ルータのアドレス情報を含む第２のブロードキャスト
情報を受信し、
　前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判断した際に、前記第
２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報を取得するように構
成される中継ルータ情報の取得装置を提供する。
【００２１】
　本発明の実施例に係る第６様態によれば、
　プロセッサと、
　プロセッサにより実行可能なインストラクションを記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信し、
　前記第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、前記移動端
末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンし、前
記移動端末において、前記第２のブロードキャスト情報が前記所定の条件を満たしたと判
断した際に、前記第２のブロードキャスト情報のうちから前記中継ルータのアドレス情報
を取得するように構成される中継ルータ情報の取得装置を提供する。
　本発明の実施例に係る第７様態によれば、プロセッサに実行されることにより、前記中
継ルータ情報の取得方法を実現する、記録媒体に記録されたプログラムを提供する。
　本発明の実施例に係る第８様態によれば、前記プログラムが記録された記録媒体を提供
する。
【００２２】
　本発明の実施例により提供された技術案によれば、以下のような有益な効果が得られる
。即ち、第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルー
タのアドレス情報を取得することで、実現方式が簡単且つ迅速になる。
【００２３】
　簡単且つ迅速に中継ルータのアドレス情報を取得できるので、中継ルータにアクセスす
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るのが容易になる。ユーザーはＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを
入力する必要がなく中継ルータにアクセスすることができる。
【００２４】
　プログラムを走らせることにより、中継ルータがブロードキャスト・モニタリングモー
ドになるようにする。これによって、中継ルータが移動端末から送信される第１のブロー
ドキャスト情報を受信することに便宜を図る。
【００２５】
　第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報が所定の内容を含んでいる
か否かを判定することにより、第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情
報が所定の条件の内容を満たしたか否かを判定することで、実現方式が簡単になる。
【００２６】
　第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのア
ドレス情報を取得することで、実現方式が簡単且つ迅速になる。
【００２７】
　中継ルータをブロードキャスト・モニタリングモードになるようにして、中継ルータが
移動端末から送信されるブロードキャスト情報を受信することに便宜を図る。
【００２８】
　第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情報が所定の内容を含んでいる
か否かを判定することにより、第１のブロードキャスト情報と第２のブロードキャスト情
報が所定の条件の内容を満たしたか否かを判定することで、実現方式が簡単になる。
【００２９】
　なお、上述の一般的な記載及び後述の詳細な記載は、単なる例示的で解釈であり、本発
明に対する限定として見なしてはならない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　以下の図面は、明細書に組み込まれて本願明細書の一部分となり、本願発明に係る実施
例を示し、且つ明細書とともに、本発明の原理の説明に用いられる。
【図１】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャート
である。
【図２】一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャ
ートである。
【図３】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のシーングラフ（
Ｓｃｅｎｅ　Ｇｒａｐｈ）である。
【図４】一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフロー
チャートである。
【図５】一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャ
ートである。
【図６】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のシグナリングの
フローチャート（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ ｆｌｏｗｃｈａｒｔ）。
【図７】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図であ
る。
【図８】一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図
である。
【図９】一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロッ
ク図である。
【図１０】一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック
図である。
【図１１】一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
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【００３１】
　以下、図面に示されている例示的な実施例をより詳しく説明する。以下の図面に関する
説明において、別途の説明がない限り、異なる図面中の同一の符号は、同一又は類似する
要素を示す。以下の例示的実施例において説明する複数の実施形態は、本発明に係る全て
の実施形態を代表するわけではない。逆に、それらは、添付された特許請求の範囲に記載
の本発明の一部の態様に係る装置及び方法の例に過ぎない。
【００３２】
　図１は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチャー
トであり、図１に示すように、当該中継ルータ情報の取得方法は、移動端末に適用されて
もよく、当該移動端末は、携帯電話とタブレットPC（ＰＡＤ）等であってもよいが、それ
らに限るものではない。当該移動端末にはアプリケーション（ＡＰＰ）がインストールさ
れており、当該方法は、以下のステップＳ１０１-Ｓ１０３を含む。即ち、
　ステップＳ１０１において、ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータ
に第１のブロードキャスト情報を送信する。
【００３３】
　当該実施例において、中継ルータでプログラムを走らせることにより、中継ルータ自身
がブロードキャスト・モニタリングモードになるようにする。これによって、アプリがイ
ンストールされた移動端末、例えば、携帯電話は、ブロードキャスト・モニタリングモー
ドである中継ルータに第１のブロードキャスト情報を送信することができる。
【００３４】
　ここで、当該第１のブロードキャスト情報は、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）に基づいて送信されるブロードキャスト情報であってもよい。
【００３５】
　ステップＳ１０２において、中継ルータにおいて第１のブロードキャスト情報が所定の
条件を満たしたと判断した際にリターンした第２のブロードキャスト情報を受信し、第２
のブロードキャスト情報は中継ルータのアドレス情報を含んでいる。
【００３６】
　ここで、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第１のブロードキ
ャスト情報に、所定の内容、例えば、ユーザー定義文字列が含まれている場合であっても
よい。
【００３７】
　中継ルータにおいて、第１のブロードキャスト情報に所定の内容、例えば、約定の文字
列「ｗｈｏ？」が含まれていると判断した後、中継ルータのアドレス情報を取得し、且つ
移動端末に当該アドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンしてもよ
い。
【００３８】
　ここで、第２のブロードキャスト情報は、第１のブロードキャスト情報と同じように、
いずれもＵＤＰに基づいて送信されるブロードキャスト情報であってもよい。
【００３９】
　ステップＳ１０３において、第２のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際に、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を取得す
る。
【００４０】
　当該実施例において、第２のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第２
のブロードキャスト情報が、所定の内容、例えば、ユーザー定義文字列を含んでいる場合
であってもよい。
【００４１】
　移動端末は、第２のブロードキャスト情報を受信した後、第２のブロードキャスト情報
に所定の内容、例えば、約定の文字列「ｗｈｏ？」が含まれていると判断した場合、第２
のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を取得してもよい。
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【００４２】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例において、第１のブロードキャスト情報と第２
のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現方
式が簡単且つ迅速になる。
【００４３】
　図２は、一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチ
ャートであり、図２に示すように、上述のステップＳ１０３の後に、当該方法はさらに以
下のステップを含んでもよい。即ち、
　ステップＳ１０４において、取得されたアドレス情報に基づいて中継ルータにアクセス
する。
【００４４】
　当該実施例において、アプリがインストールされた移動端末は、中継ルータのアドレス
情報を取得した後、当該アドレス情報、即ち、ＩＰアドレスに基づいて当該中継ルータに
アクセスしてもよい。
【００４５】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例によれば、簡単且つ迅速に中継ルータのアドレ
ス情報を取得できるので、中継ルータにアクセスするのが容易になる。即ち、ユーザーは
ＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要がなく中継ルータ
にアクセスすることができる。
【００４６】
　以下、図３と結合して、本発明に対して例示的な説明をする。図３に示すように、ユー
ザーは、携帯電話３１を用いて中継ルータ３２にＵＤＰブロードキャスト情報を送信し、
中継ルータ３２は、当該ＵＤＰブロードキャスト情報を受信した後、当該ＵＤＰブロード
キャスト情報に約定の内容、例えば、「ｗｈａｔ」が含まれていると判断した場合、ＵＤ
Ｐブロードキャスト情報の形式で携帯電話３１に中継ルータ３２のＩＰアドレスをリター
ンする。携帯電話３１は、中継ルータ３２のＩＰアドレスを取得した後、当該ＩＰアドレ
スに基づいて中継ルータ３２にアクセスする。以上から分かるように、当該実施例におい
て、ＵＤＰブロードキャスト情報に基づいて簡単且つ迅速に中継ルータのアドレス情報を
取得することができる。これによって、当該中継ルータにアクセスするのが容易になる。
即ち、ユーザーがＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要
がなく、中継ルータにアクセスすることができる。
【００４７】
　図４は、一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得方法のフロ
ーチャートであり、当該方法は、中継ルータに適用されてもよく、当該方法は、以下のス
テップＳ４０１-Ｓ４０２を含む。即ち、
　ステップＳ４０１において、移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受
信する。
【００４８】
　当該実施例において、移動端末が第１のブロードキャスト情報を送信する過程について
、図１に示す実施例を参照すればよく、ここでは、その説明を省略することにする。中継
ルータはブロードキャスト・モニタリングモードにあるので、第１のブロードキャスト情
報をモニタリングした場合、当該第１のブロードキャスト情報を受信する。
【００４９】
　ステップＳ４０２において、移動端末において、第２のブロードキャスト情報が所定の
条件を満たしたと判断した際に、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのア
ドレス情報を取得するように、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判
断した際に、移動端末に中継ルータのアドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情
報をリターンする。
【００５０】
　ここで、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第１のブロードキ
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ャスト情報に所定の内容が含まれている場合であってもよく、第２のブロードキャスト情
報が所定の条件を満たすことは、第２のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれてい
る場合であってもよく、所定の内容は、ユーザー定義文字列、例えば、「ｗｈｏ？」等で
あってもよい。
【００５１】
　当該実施例において、中継ルータにおいて、第１のブロードキャスト情報に所定の内容
、例えば、約定の文字列「ｗｈｏ？」が含まれていると判断した後、中継ルータのアドレ
ス情報を取得し、且つ移動端末に当該アドレス情報が含まれた第２のブロードキャスト情
報をリターンしてもよい。移動端末は、第２のブロードキャスト情報を受信した後、第２
のブロードキャスト情報に所定の内容、例えば、約定の文字列「ｗｈｏ？」が含まれてい
ると判断した場合、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を
取得してもよい。
【００５２】
　ここで、第２のブロードキャスト情報は、第１のブロードキャスト情報と同じように、
いずれもＵＤＰに基づいて送信されるブロードキャスト情報であってもよい。
【００５３】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例において、第１のブロードキャスト情報と第２
のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現方
式が簡単且つ迅速になる。
【００５４】
　図５は、一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得方法のフローチ
ャートであり、図５に示すように、ステップＳ４０１の前に、当該方法はさらに以下のス
テップＳ４００を含んでもよい。即ち、
　ステップＳ４００において、プログラムを走らせることにより、中継ルータがブロード
キャスト・モニタリングモードになるようにする。
【００５５】
　当該実施例において、中継ルータでプログラムを走らせることにより、中継ルータ自身
がブロードキャスト・モニタリングモードになるようにしてもよい。
【００５６】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例によれば、中継ルータがブロードキャスト・モ
ニタリングモードになるようにして、中継ルータが移動端末から送信されるブロードキャ
スト情報を受信することに条件を用意した。
【００５７】
　図６は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得方法のシグナリング
のフローチャート（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ ｆｌｏｗｃｈａｒｔ）であり、当該実施例では
、アプリケーションがインストールされた携帯電話とブロードキャスト・モニタリングモ
ードである中継ルータとのインタラクションの角度から説明し、図６に示すように、当該
中継ルータ情報の取得方法は、以下のステップを含む。即ち、
　ステップＳ６０１において、携帯電話は、中継ルータに第１のブロードキャスト情報を
送信する。
【００５８】
　ステップＳ６０２において、中継ルータは、第１のブロードキャスト情報を受信した後
、第１のブロードキャスト情報に約定の内容が含まれているか否かを判定する。
【００５９】
　ステップＳ６０３において、中継ルータは、第１のブロードキャスト情報に約定の内容
が含まれていると判断した場合、携帯電話に第２のブロードキャスト情報をリターンし、
当該第２のブロードキャスト情報は中継ルータのＩＰアドレスを含んでいる。
【００６０】
　ステップＳ６０４において、携帯電話は第２のブロードキャスト情報を受信した後、第
２のブロードキャスト情報に約定の内容が含まれているか否かを判定する。
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【００６１】
　ステップＳ６０５において、第２のブロードキャスト情報に約定の内容が含まれている
と判断した場合、第２のブロードキャスト情報のうちから中継ルータのＩＰアドレスを取
得する。
【００６２】
　ステップＳ６０６において、当該ＩＰアドレスに基づいて中継ルータにアクセスする。
【００６３】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例において、アプリケーションがインストールさ
れた携帯電話とブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータとのインタラク
ションを通して、移動端末が簡単且つ迅速に中継ルータのアドレス情報を取得するように
なっている。これによって、中継ルータにアクセスするのが容易になる。即ち、ユーザー
はＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要がなく中継ルー
タにアクセスすることができる。
【００６４】
　上述の中継ルータ情報の取得方法の実施例に対応して、本発明はさらに、中継ルータ情
報の取得装置の実施例を提供する。
【００６５】
　図７は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図で
あり、図７に示すように、中継ルータ情報の取得装置は、送信モジュール７１、受信モジ
ュール７２と確認取得モジュール７３を備える。
【００６６】
　送信モジュール７１は、ブロードキャスト・モニタリングモードである中継ルータに第
１のブロードキャスト情報を送信するように構成される。
【００６７】
　受信モジュール７２は、中継ルータにおいて送信モジュール７１から送信される第１の
ブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際にリターンした第２のブロー
ドキャスト情報を受信するように構成され、第２のブロードキャスト情報は中継ルータの
アドレス情報を含んでいる。
【００６８】
　確認取得モジュール７３は、受信モジュール７２によって受信した第２のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、第２のブロードキャスト情報のうちか
ら中継ルータのアドレス情報を取得するように構成される。
【００６９】
　一つの実施例において、中継ルータは、プログラムを走らせることにより、自身がブロ
ードキャスト・モニタリングモードになるようにする。
【００７０】
　一つの実施例において、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第
１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、第２のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たすことは、第２のブロードキャスト情報に所定の内容が含ま
れている場合を含み、所定の内容は、ユーザー定義文字列を含んでいる。
【００７１】
　図７に示す装置は、上述の図１に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容に
対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００７２】
　上述の中継ルータ情報の取得装置の実施例において、第１のブロードキャスト情報と第
２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現
方式が簡単且つ迅速になる。
【００７３】
　図８は、一つの例示的な実施例に係るもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック
図であり、図８に示すように、上述の図７に示す実施例に基づいて、当該装置はさらにア
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クセスモジュール７４を備えてもよい。
【００７４】
　アクセスモジュール７４は、確認取得モジュール７３が第２のブロードキャスト情報の
うちから中継ルータのアドレス情報を取得したと判断した後、アドレス情報に基づいて中
継ルータにアクセスするように構成される。
【００７５】
　図８に示す装置は、上述の図２に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容に
対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００７６】
　上述の中継ルータ情報の取得方法実施例によれば、簡単且つ迅速に中継ルータのアドレ
ス情報を取得できるので、中継ルータにアクセスするのが容易になる。即ち、ユーザーが
ＩＰアドレスを覚える必要がなく、また、ＩＰアドレスを入力する必要がなく中継ルータ
にアクセスすることができる。
【００７７】
　図９は、一つの例示的な実施例に係る別のもう一つの中継ルータ情報の取得装置のブロ
ック図であり、図９に示すように、中継ルータ情報の取得装置は、受信モジュール９１と
リターンモジュール９２を備える。
【００７８】
　受信モジュール９１は、移動端末から送信される第１のブロードキャスト情報を受信す
るように構成される。
【００７９】
　リターンモジュール９２は、受信モジュール９１によって受信した第１のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、移動端末に中継ルータのアドレス情報
が含まれた第２のブロードキャスト情報をリターンするように構成され、移動端末におい
て、第２のブロードキャスト情報が所定の条件を満たしたと判断した際に、第２のブロー
ドキャスト情報のうちから中継ルータのアドレス情報を取得するようにする。
【００８０】
　一つの実施例において、第１のブロードキャスト情報が所定の条件を満たすことは、第
１のブロードキャスト情報に所定の内容が含まれている場合を含み、第２のブロードキャ
スト情報が所定の条件を満たすことは、第２のブロードキャスト情報に所定の内容が含ま
れている場合を含み、所定の内容は、ユーザー定義文字列を含んでいる。
【００８１】
　図９に示す装置は、上述の図４に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容に
対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００８２】
　上述の中継ルータ情報の取得装置の実施例において、第１のブロードキャスト情報と第
２のブロードキャスト情報に基づいて中継ルータのアドレス情報を取得することで、実現
方式が、簡単且つ迅速になる。
【００８３】
　図１０は、一つの例示的な実施例に係るまた一つの中継ルータ情報の取得装置のブロッ
ク図であり、図１０に示すように、上述の図９に示す実施例に基づいて、当該装置はさら
に作動モジュール９０を備えてもよい。
【００８４】
　作動モジュール９０は、受信モジュール９１が移動端末から送信される第１のブロード
キャスト情報を受信する前に、プログラムを走らせることにより、中継ルータがブロード
キャスト・モニタリングモードになるように構成される。
【００８５】
　図１０に示す装置は、上述の図５に示す方法プロセスの実現に適用され、係る関連内容
に対する説明も同じなので、ここでは、その説明を省略することにする。
【００８６】
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　上述の中継ルータ情報の取得装置の実施例によれば、中継ルータがブロードキャスト・
モニタリングモードになるようにして、中継ルータが移動端末から送信されるブロードキ
ャスト情報を受信することに便宜を図る。
【００８７】
　上述の実施例に係る装置において、それぞれのモジュール、サブモジュールが操作を行
う具体的な形態については、該当する方法実施例において既に詳細に説明を行っているの
で、ここではその詳細な説明を省略することにする。
【００８８】
　図１１は、一つの例示的な実施例に係る一つの中継ルータ情報の取得装置のブロック図
である。例えば、装置１１００は、携帯電話、コンピュータ、デジタル放送端末、メッセ
ージ送受信機、ゲーム機、タブレットデバイス、医療機器、フィットネス設備、ＰＤＡ（
Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、航空機等であってもよい。
【００８９】
　図１１を参照して、装置１１００は、プロセス部材１１０２、メモリ１１０４、電源部
材１１０６、マルチメディア部材１１０８、オーディオ部材１１１０、入力／出力（Ｉ／
Ｏ）インターフェース１１１２、センサ部材１１１４及び通信部材１１１６からなる群か
ら選ばれる少なくとも１つを備えてもよい。
【００９０】
　プロセス部材１１０２は、一般的には、装置１１００の全体の操作、例えば、表示、電
話呼び出し、データ通信、カメラ操作及び記録操作に関連する操作を制御する。プロセス
部材１１０２は、上述の方法におけるステップの一部又は全部を実現できるように、イン
ストラクションを実行する少なくとも１つのプロセッサ１１２０を備えてもよい。なお、
プロセス部材１１０２は、他の部材とのインタラクションの便宜上、少なくとも１つのモ
ジュールを備えてもよい。例えば、プロセス部材１１０２は、マルチメディア部材１１０
８とのインタラクションの便宜を図るために、マルチメディアモジュールを備えてもよい
。
【００９１】
　メモリ１１０４は、装置１１００における操作を支援するための、各種のデータを記憶
するように構成される。これらのデータの例として、装置１１００において操作される何
れのアプリケーション又は方法に関するインストラクション、連絡先データ、電話帳デー
タ、メッセージ、画像、ビデオ等を含む。メモリ１１０４は、何れの種類の揮発性又は不
揮発性メモリ、例えば、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａ
ｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｂｅｒ）、磁気メモ
リ、フラッシュメモリ、磁気ディスク、又は光ディスク、又はこれらの組み合わせにより
実現することができる。
【００９２】
　電源部材１１０６は、装置１１００の各種部材に電力を供給するためのものであり、電
源管理システム、１つ又は複数の電源、及び装置１１００のために電力を生成、管理及び
分配することに関連のある他の部材を備えてもよい。
【００９３】
　マルチメディア部材１１０８は、装置１１００とユーザとの間に出力インターフェース
を提供するためのスクリーンを備えてもよい。何れかの実施例において、スクリーンは、
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）やタッチパネル（ＴＰ）を備えてもよい。スクリーンは、タ
ッチパネルを備える場合、ユーザからの入力信号を受信できるタッチスクリーンとして実
現される。また、タッチパネルは、少なくとも１つのタッチセンサを備えることにより、
タッチ、スライド、タッチパネル上でのジェスチャーを感知することができる。タッチセ
ンサは、タッチやスライド動作の境界を感知できるだけではなく、タッチやスライド操作



(31) JP 2017-534232 A 2017.11.16

と関連する持続時間や圧力も感知できる。何れかの実施例において、マルチメディア部材
１１０８は、フロントカメラ及び／又はバックカメラを備えてもよい。装置１１００が、
例えば撮影モードやビデオモードのような操作モードにある場合、フロントカメラ及び／
又はバックカメラは外部からのマルチメディアデータを受信できる。フロントカメラ及び
バックカメラのそれぞれは、固定の光学レンズ系であってもよいし、可変の焦点距離及び
光学ズーム機能を有するものであってもよい。
【００９４】
　オーディオ部材１１１０は、オーディオ信号を出力及び／又は入力するように構成され
る。例えば、オーディオ部材１１１０は、マイクロフォン（ＭＩＣ）を有してもよい。装
置１１００が、例えば呼び出しモード、記録モード又は音声認識モードのような操作モー
ドにある場合、マイクロフォンは外部のオーディオ信号を受信するように構成される。受
信されたオーディオ信号は、メモリ１１０４に記憶されてもよく、通信部材１１１６を介
して送信されてもよい。何れかの実施例において、オーディオ部材１１１０は、オーディ
オ信号を出力するためのスピーカをさらに備えてもよい。
【００９５】
　Ｉ／Ｏインターフェース１１１２は、プロセス部材１１０２と周辺インターフェースモ
ジュールとの間にインターフェースを提供するためのものである。前記周辺インターフェ
ースモジュールは、キーボード、クリックホイール、ボタン等であってもよい。これらの
ボタンは、ホームボタン、音量ボタン、スタートボタン、ロックボタンであってもよいが
、それらに限るものではない。
【００９６】
　センサ部材１１１４は、装置１１００のために各方面の状態評価を提供するための少な
くとも１つのセンサを備えてもよい。例えば、センサ部材１１１４は、装置１１００のオ
ン／オフ状態や、部材の相対的な位置を検出することができる。例えば、部材が装置１１
００のディスプレイ及びキーパッドである場合、センサ部材１１１４は、装置１１００又
は装置１１００の１つの部材の位置の変化や、ユーザと装置１１００との接触の有無や、
装置１１００の方位又は加速／減速や、装置１１００の温度変化を検出することができる
。センサ部材１１１４は、何れの物理的接触もない状況にて付近の物体の有無を検出でき
るように構成される近接センサを含んでもよい。センサ部材１１１４は、さらに、画像表
示技術分野に用いられる光センサ、例えばＣＭＯＳ又はＣＣＤ画像センサを含んでもよい
。何れかの実施例において、当該センサ部材１１１４は、さらに、加速度センサ、ジャイ
ロスコープセンサ、磁気センサ、圧力センサ又は温度センサを含んでもよい。
【００９７】
　通信部材１１１６は、装置１１００と他の設備との間の無線又は有線通信が便利になる
ように構成される。装置１１００は、通信標準に基づく無線ネットワーク、例えばＷｉＦ
ｉ、２Ｇ又は３Ｇ、又はそれらの組み合わせにアクセスできる。１つの例示的な実施例に
おいて、通信部材１１１６は、ブロードキャストチャンネルを介して外部のブロードキャ
スト管理システムからのブロードキャスト信号又はブロードキャストに関する情報を受信
することができる。１つの例示的な実施例において、前記通信部材１１１６は、さらに、
近距離通信を促進するために近距離無線通信（ＮＦＣ）モジュールを含んでもよい。ＮＦ
Ｃモジュールは、例えば、無線周波数識別（ＲＦＩＤ：Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 
ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）技術、アイアールディーエイ（ＩｒＤＡ：Ｉｎｆｒａｒ
ｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）技術、超広帯域無線（ＵＷＢ：Ｕｌｔｒａ　
Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）技術、ブルートゥース（ＢＴ：Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））
技術及び他の技術により実現されてもよい。
【００９８】
　例示的な実施例において、装置１１００は、上述の方法を実行するために、１つ又は複
数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、数字信号処理デバイス（ＤＳＰＤ：Ｄｉｇ
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ｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プログラム可能論理
デバイス（ＰＬＤ：Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、書替え可
能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒ
ａｙ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、又は他の電子機器
により実現されてもよい。
【００９９】
　例示的な実施例において、さらに、装置１１００のプロセッサ１１２０により実行され
ることにより上述の方法を実現可能なインストラクションが記憶され、且つコンピュータ
に読み取り可能な不揮発性の記録媒体、例えばインストラクションが記憶されているメモ
リ１１０４を提供する。前記コンピュータに読み取り可能な不揮発性の記録媒体は、例え
ばＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク及び光
データメモリ等であってもよい。
【０１００】
　当業者であれば、本願明細書を参照し、本願明細書に開示された発明を実施することに
より、本発明の他の実施形態を容易に取得することができる。本願は、本発明の一般的な
原理を遵守し且つ本願明細書に開示されていない当該技術分野の公知知識又は通常の技術
手段を含む本発明に対する任意の変形、用途又は適応的な変更を含むことを趣旨とする。
明細書及び実施例は、単に例示的なものに過ぎず、本発明の真の範囲及び趣旨は添付され
る特許請求の範囲により示される。
【０１０１】
　なお、本発明は、上述の説明及び図面により示された特定の構成に限定されず、その範
囲を逸脱しない範囲で、様々な補正及び変更を実施してもよい。本発明の範囲は、添付さ
れる特許請求の範囲のみにより限定される。
【０１０２】
　本発明は、出願番号が２０１５１０６５７５１３．４であって、出願日が２０１５年１
０月１２日である中国特許出願に基づき優先権を主張し、当該中国特許出願のすべての内
容を本願に援用する。
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